
1.内容

2.伸ばしたい力と振り返り(106名回答)

a c

b d

総括
生徒たちは、百人一首の英訳という活動を通して、古典の深い理解に加えて、英語力・表現力・他者理解・探究心といった多面的な力を育んだことを実感しており、
「知的に楽しい」「自分の思考や感性が活かされる授業だった」と高く評価しています。特に「英語で表現することで日本文化をより深く知れた」という意見が多く見ら
れ、教科横断型の意義が明確に伝わる振り返りとなっています。

a.古典における言葉の響きやリズム、修辞などの表現の特色について理解を深める力 b.先人のものの見方・感じ方・考え方に親しむ力

c.古典を読むことを通して、日本文化の特質を理解する力 d.書き手の考えや意図を捉えて内容を解釈する力

・和歌を英訳するという他にはない試みが新鮮で、表現の自由度が高く、生徒の好奇心や創造性を刺激した。
・他人の英訳と比較することで、多様な視点に触れ、学びの深さと広がりを実感できた。
・授業の全体設計（お気に入りの和歌を選ぶ・発表し合う・ワークショップを行うなど）に対して「楽しかった」「もっとやりたい」といった前向きな感想が多数。

授業デザインへの感謝

・はじめは難しそうだと感じていたが、取り組むうちに楽しくなり、積極的に学ぶ姿勢が育った。
・表現や翻訳の中で自分の感性や思考の癖、語彙の限界などに気づき、成長への意欲が高まった。
・和歌を通して「自分なりに考えることの面白さ」や「他者と共有することの学び」に価値を見出した。

活動を通じた気づきと感情の変化

・国語と英語を横断する学びにより、それぞれの教科の面白さや必要性を再認識できた。
・古典の読解力と英語表現力の双方を高める機会となり、「知る→考える→表現する」プロセスが自然と深まった。
・英語で訳すことによって、日本語の豊かさや和歌の美しさも再発見することができた。

教科横断的な学びと相乗効果

百人一首を味わう 振り返り（単元全体）

市立札幌藻岩高等学校　對馬光揮

発表・英訳・読解・創作を通して、百人一首についての理解を深める

古典における言葉の響きやリズム、修辞などの表現の特色について理解を深める力 古典を読むことを通して、日本文化の特質を理解する力

先人のものの見方・感じ方・考え方に親しむ力 書き手の考えや意図を捉えて内容を解釈する力
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・英訳に取り組むことで、和歌の意味や表現をより丁寧に考察する必要があり、理解が深まった。
・英語で表現する際にリズムや韻、語感の違いに苦労しつつも、日本語と英語の言語的・文化的違いに気づけた。
・英訳には個性が表れ、人それぞれの感性や表現の幅の違いを共有する楽しさがあった。

英訳による学びの深化

3.Chat GPTまとめ

1 ・和歌をじっくり読み、自分なりに解釈することで、作者の心情や背景に深く迫ることができた。
・読めば読むほど新たな発見があり、古典の魅力や日本人の感性に改めて気づいた。
・古文の表現や語彙に触れることで、言葉の奥行きや時代背景に興味を持つようになった。

和歌を深く読み解く体験

82.1%

17.9%

a.古典における言葉の響きやリズム、

修辞などの表現の特色について理解を深める力

1.育成されたと思う

2.どちらかと言えば育成されたと思う

3.どちらかと言えば育成されなかったと思う

4.育成されなかったと思う
73.6%

26.4%

b.先人のものの見方・感じ方・考え方に親しむ力

1.育成されたと思う

2.どちらかと言えば育成されたと思う

3.どちらかと言えば育成されなかったと思う

4.育成されなかったと思う

57.5%

33.0%

9.4%

c.古典を読むことを通して、日本文化の特質を理解する力

1.育成されたと思う

2.どちらかと言えば育成されたと思う

3.どちらかと言えば育成されなかったと思う

4.育成されなかったと思う
77.4%

22.6%

d.書き手の考えや意図を捉えて内容を解釈する力

1.育成されたと思う

2.どちらかと言えば育成されたと思う

3.どちらかと言えば育成されなかったと思う

4.育成されなかったと思う



1

今回の授業では、スライド作りや英訳、百人一首の現代版など、普段あまりやらない活動が多く、新鮮で楽しかったです。最初のスライド作りで
は、相手にどうすればわかりやすく伝えられるかを考えるのが意外と難しくて、何度も見直しました。英訳では特に和歌を訳すのが大変で、直
訳だけでは伝わらない日本語の雰囲気や意味を、どう英語にするか悩みました。全体を通して、言葉に向き合うことの大切さを改めて感じる
ことができました。

2
小学校の時以来に百人一首に触れて今回のような読解を行ってこなかった分と高校での古典を学んだおかげでより一層おもしろいと感じな
がら授業に望むことができた。日本語の古語で伝えたい言い回しを一度現代語に直し英語に訳すという気持ち的には三言語を通過していて
言語の壁をものすごい感じた。ただその分糧になったと思う。

3
和歌を英訳するにはまず、日本語への理解を深めることが最も重要だということがわかりました。そこから自分なりの解釈に落とし込み、完成
した英訳がそれぞれ全然違っていたものがあったのがいちばん面白かったです。また、英訳を完成させる上で韻を踏んだりなどリズムの構成
がとても難しかったのでうまく作れていた人はすごいなと思いました。

4
和歌の英訳を通して、言葉の響きや表現に込められた気持ちを考える中で、書き手の意図や日本人の自然や季節を通して感情を表す古典の
おもしろさを実感した。

5

短歌をつくるのは中学生ぶりで昔よりも自分の表現や思考に幅が出たのではないかと実感することができ、嬉しい気持ちになった。短歌を作
るなんて手間だと感じるかもしれないが、作っているうちにもっとこうしたい、ああしたいとアイディアが浮かんできて、作ってるうちに楽しく
なってしまうものだと思う。そのため先生がこのように授業でコンクールに応募する機会を与えてくださる環境の豊かさを感じた。もっと色ん
なことに好奇心を持って取り組みたいと感じた。

6
2つの和歌を重点的に学んだが、どれも読めば読むほど深く面白かった。昔の人も今の人も感じることは同じであるが、その表現の仕方に違
いがあり知るほど面白かった。

7
百人一首を日本語で学ぶことはあったが、英語で学ぶことはなかったため新鮮であった。英訳の活動を通じ、日本語にあって英語にないニュ
アンスを捉えることができ、そこから日本文化や日本人の感性に触れられて楽しかった。

8
英訳を共有することによって、自分では表現しきれなかった部分や難しかったところの表現の仕方、加えてリズム感や韻の大切さを実感でき
ました。和歌を英訳することによって、日本語で解釈するよりもいろんな視点から和歌に対してしっかり向き合えたし、作者の心情や詠んでい
る情景を考える想像力が身についたなと感じました。

9 英訳を意識することで作者の感情などを詠まれた場所や背景などを意識するようになって、歌を深掘りすることができました

10
日本語の一首を英語に訳すときに、日本語の意味や作者の思い、性格、工夫しているところなどを理解した上で、それにあう英語の単語・文法
を探し、またそれに韻を踏むなどを意識しないと行けないのでとても知識をフル活用しなければならないのがとても難しく楽しかった。作者
の思いを正確に解釈し、そこに自分のおもいを少し加えるのがとても楽しかった。

11
今まで日本の和歌を英語と結びつけて考えたことがなかったので新鮮だった。和歌を今までよりも吟味したことによって、和歌に隠されてい
る意図なども知ることが出来たのでよかった。

12 とても楽しい授業だったし、自分で考えて作るというのもとても楽しかった。言語の持つ面白さに触れられた気がする

13
ただ和歌に触れるだけではなく、英語と関連させることでより和歌の時代の背景や作者の心情を深掘りできて楽しかった。そして他人の英訳
を共有することで自分にはなかった感性が育まれて学びになった。

14
英語と組み合わさることで普段のわかったと感じる状態からより深く踏み込んで内容を考察する必要があり、日本語で行うのとは別の視点
から和歌を読み取ることができたので楽しかったです。英訳にもそれぞれの個性が出ていて面白いなと感じました。

15 百人一首のことは知ってたけど、ここまで深堀したことがなかったから、調べてみて全部内容の濃いものだったので面白かったです。

16

この単元を終えて、古典と英語両方の力を身につけ、それぞれの教科の面白さを改めて発見することができました。英訳するためには、原文
の和歌にどんな文法が使われているか、いつその出来事が起きたのか調べることが必要で、それに伴い作者の人物像を知りたくなりました。
そこから発展して英訳するならこの表現方法は合っているのかと確かめながらやることで、英語力の向上につながりました。好奇心が好奇心
を呼び「もっと知りたい！」であふれた授業で超楽しかったです！

17 最後の交流会には参加できなかったが、とても楽しく学びの多い単元だった。

18
単元が始まってすぐのときは少しめんどくさい　と感じていたが、英訳をしているうちに和歌の面白さに気づくことがありこの単元の楽しさ
を理解することができた。また、最後に行われたワークショップは今までにない授業でとても楽しめた。

19
百人一首について知識がなく触れる機会も少なかったので、今回英訳を自分で行ったことで、一つ一つの句に込められた想いをより強く感じ
ることができた。さらに、英語との横断授業で英語と日本語の特徴を比較しながら、理解を深めることができて、今後の生活や授業でも学ん
だ特徴を活かしつつ、言葉を選びながら大切に使っていきたいと感じた。

20
文法や意味だけに留まらず、その解釈を発展させて英訳にしてみるという授業展開が面白かった。人によって訳し方や大事に思っている部分
が違うことも読み取れ、全体的に他者の考え方に触れることが出来て良かった。

21 ただ古典を日本語で解釈するよりも時間をかけ、英語を通すことでしか感じ取れない学びがあったと思う。
22 古典作品を英訳をすることで、英語の表現力と感性や考える力が身についたし、色々な作品を深く読むきっかけになりました。

23
和歌を英訳するという今までにない経験で、原文にあった英語が中々見つからなかったり苦労したけど和歌を理解して読むいい機会になっ
たと思う。

24

とくに英訳の部分が印象に残っていて、あまり英語の知識がなく最初は難しくて戸惑っていたが、思考を深めていくうちに自分の知ってるな
かからこんな表現使いたい、や、こういう風に表すにはどの表現が適当かなどを考えることによって英語の知識も深まったし、作者の心情を
もたくさん考えることができた。古文という現代の文でないのにも関わらず昔と今の日本文化、英語の知識など、ひとつの単元で多方面の学
びを深めることが出来たと思うので、とっても良かった。

25 英訳自体が楽しかったのはもちろんだが、自分にはこんな感性や認知の歪みがあったんだという発見も得ることができた

26
すごい難しかった。やればやる程、自分の英語力、国語力などの低さが見えてきてしんどかった。しかし逆に、学ぶことそのものの重要性が再
確認できてよかった気がしている。

27 自分のお気に入りの短歌だけでなく、他の人の様々な短歌を英訳を通して学べたおかげで、楽しく授業に参加することができた。

28
最初は難しかったけど時間が進むに連れ面白くなって行った。英訳で切り込むのはとても新鮮で日本語のみでは気づけなかった、時制なども
意識して読むことで選んだ一首をより楽しく読めた。やって良かったなと思える単元でした。

29

初めは「古典」と「英語」という組み合わせに共通点がないと思っていたが、一つ一つのステップを踏みながら、実際に英訳をしてみた時に多く
の共通点や相似点があるんだなと実感した。何よりただ、和歌を詠むのではなく「英訳する」という時間があったからこそ、英語でどのように
表現するかを考える際に、元の和歌の細かい部分（語法表現だけではなく、作者の詳細や他の和歌の情報など）にも目を向ける必要があった
ため、自然と和歌の解釈が深まったと思う。

30 日本語のみならず、英語を用いた学習を行うことによって、日本語における表現の方法や工夫とその幅が拡張されたような気がする。

31
今までの授業の中で1番楽しくて、自分自身も元々俳句や短歌などが好きで、それを英語で表現するという新しいものでとても楽しかったで
す。古典の知識も英語の知識もついてとてもよかったです。

32
人生で百人一首に触れたことが一度もなく授業の最初に百人一首をやると言われ何それ？って感じで受けていたけどだんだん古典や百人一
首の面白さを感じ、もっと触れてみたいと思えた。

33
単元全体を通して、百人一首について調べるのも、それを英訳してみるのもこの授業が初めてでうまくできるが不安だったが、うまくできなく
とも楽しく、多くの学びを得ることができたのでとても有意義な時間だったと思う。

34 古典と英語両方同時にに学べるということにとても驚き、どちらも深い学びをすることが出来てとても楽しかった。

35
百人一首は小学生の時にやっただけでそこまで詳しい知識があったわけではありませんが、全てではないにしても多くの句が聞いたことがあ
ると感じたのは百人一首のすごい点だなと思いました。英訳をしてみたことで、今までは現代語訳を見て「そうなんだ」としか思っていなかっ
たのが自分なりの解釈を考えるようになったことで、自分の思考の幅が広がった気がしました。

36
この単元の授業で和歌の英訳をしたことで、どうしてその表現を書き手は使ったのか、どんな心情だったのか、など自分で考え意見を持って
英訳することができた。ただ和歌を読むだけではあまり深く和歌の表現や書き手の心情などについて考えないと思うので英訳をしたことで
学びが深まったと感じた。

37
百人一首に触れる機会が今まであんまりなかったので、この授業で百人一首のリズムや技巧など感じられて楽しかった。小野小町の英訳の交
流でも、みんな同じ百人一首を訳しているはずなのに、違った解釈や英訳などがあって面白かった。

38 皆の英訳を見て同じ短歌でも多少の解釈の違いがあるということが分かり、いろんな視点があると分かって面白かった。

39

英訳で、最初の小野小町の和歌を制作する際には日本語独特の表現をどう英語にして、どういったところに注意して英訳を進めていけばよい
かなど難しいことが多いなと感じていたが、共有だったり、先生の英訳を見るとリズムを付けたりしているのが分かったので、二回目の英訳
はより深く追求することができ、楽しみながら進めることができた。また、日本語の美しさを再発見できたのは面白かったし、英語でも様々な
表現方法を知ることができて全体的に楽しかった。

40

国語と英語の教科横断型で、まずは作者や和歌を理解するための国語の力が必要で、加えてその理解したことを英訳し、添削する英語の力が
求められてどちらのスキルも上がったと思う。英訳する中でまずは自分なりの解釈を作り、単語一つ一つの意味をしっかり考え直して英訳す
ることが重要だと感じ、より言葉への理解が深まり面白かった。また、クラスメートと共有することでさまざまな和歌、英訳を楽しむことがで
き、百人一首の面白さを知ることができた。

41
みんなそれぞれ捉え方が違うため、筆者の伝えたいことをさまざまな方向から知ることができた。また、それらに従って経歴を調べ、筆者の意
図を考えることができました。

42
百人一首を英訳してみんなの英訳を見て百人一首をしていくのが楽しかった。最初は英語と国語を混ぜるのに疑問を持っていたが組み合わ
せることで表現の幅が広がりとてもおもしろかった。

43 英語が難しすぎた、皆フィーリングで解いてしまっていたので、果たしてそれでいいのだろうかとずっと思っていました

44
日本の古典と、英語を混ぜた事で、いつもとは違う視点で物事を見ることが出来たり、自分の解釈を大切にして日本語訳や英訳を考えたとい
うことが、いつもとは違う点で面白かったです。一見交わらなさそうな日本の古典と英語を、あえて交わらせることで初めて知る自分の考え
や価値観に触れることが出来たので、そういった部分でもおもしろかったし、凄く興味深い時間だったなと思います。

4.個別回答一覧



4.個別回答一覧

45

とてもおもしろい単元でした！今までは少し勉強した内容の応用などに留まっていた節があったのですが、今回の紹介や英訳など自分の意
志を多く介入できる活動で自分のこだわりや好きを多く感じながら学ぶことができたのでより古典の面白さを感じることができました。特に
英訳という古典文化と他国の文化を結びつけるという文学的な活動が面白く、日本の古典の歴史的なものだけでなく、英詩の表現や歴史な
どを踏まえて活動することができて多く学びがありました。また表現などにこだわるのもとても楽しくて古典学習の面白さを多く感じられる
単元でした！

46
小学校の頃に百人一首大会がよく開かれていたので、小学生の頃に好きだった和歌を英訳できたりと、自分得な単元だった。和歌を英訳する
課題も、英語が好きな自分にはピッタリで最後まで深く和歌の本質を訳そうとよく考えれたと思う。英訳百人一首クイズも、楽しく取り組め
た。

47
この単元は今までに珍しい教科横断型の授業で、自分としてもすごく面白い授業だったと思います。英語と国語の二つの言語が交わることで
それぞれの文化の特色などが意図せずとも見えてくるのがとても面白かったです。また、百人一首のニュアンスを崩さないようにどうしたら
いいか考えるのがとても面白く、人によって感じ方などが違うため各々の個性が出る授業でもありすごくおもしろかったです。

48
今回の単元では百人一首を題材として学んできて、自分のお気に入りの一首を選んでさらに英訳するという過程が、自分の中でさらにその一
首が好きになって日本の和歌の文化に関心を持つきっかけになったので良かったです。ただ和歌に触れるだけではなく、英語などの他の学
問とも結びつけて考えていくというのが、高校生らしい勉強で毎授業受けていてとても楽しかったです。

49
一個の和歌をこんなに時間をとって深くまで考えることがはじめてだったので、なんとなくではなく根拠を持って語れたのがすごく学びに繋
がった。人に伝える詩はとも難しくて面白いと感じた。

50
初めに訳した小野小町の詩は、元の詩の特有のリズム感を無視して単に説明文を並べてしまったけど、他者の訳し方や野田先生の訳をみて、
お気に入りの詩では音が似ている単語を使ってリズム感を出せたので本文に近づけられた。英訳することでより内容を知ることができ、表現
技法についても理解が深まったと感じられた。

51

単元全体を終えての感想は、まず、前にも英訳で考える授業があったが、それよりも、多くのことを考えて学ぶことができたとてもためにな
り、楽しく行える授業だと感じました。また、英語で書いていくためとても英語力も必要であり、とても難しかったです。また、2回ほど英訳を
やる機会があったため、一度目はあまりうまくいかなくても、色んな人の英訳を見て参考にしたり改善できたりと、いい作品を作るための時
間になったと感じました。英訳をするうえでも、作者のことや時代、単語や使われてる表現技法など様々な観点から注目して英訳したため、上
記のa,b,c,d,の力も身についたと思いました。

52

百人一首はこの単元で初めて読んだけど単に和歌の美しさだけでなく日本文化との密接な関わりや人間の感情の深さが和歌に組み込まれて
いて今後もずっと残って欲しいなと思いました。特に自然との結びつきが強くて自分の心情を桜などの物と重ねて伝えているのがとても素敵
だなと感じることができました。また音やリズム、余韻なども日本語だからこそできる技巧があって日本語の美しさを改めて感じることがで
きました。しかし英訳した和歌も特にリズムがおもしろくて音読してみると日本語より英語の方がリズム感があって日本語とはまた異なるよさ
があるなと思いました。野田先生の感想を聞いて普段日常的に用いてる日本語の音、響きの良さを感じることで普段遣いの日本語をより優
美に楽しく使えると聞いてそんな視点もあるんだなと驚きました。今後はそのような日本語の美しさを見つけられる学びができたら良いなと
思いました。

53

今回の授業を通して沢山の学びがありました。小野小町で英訳して周りの人と共有したときに同じ百人一首を読んでいるはずなのに、みんな
英訳がバラバラで、なぜこの単語にしたのかということにも一つ一つに理由があってとてもおもしろかったです！他者の英訳を見ることで、
多角的な視点で捉えることができた。また百人一首の1語1語には心情は背景など、色々な意味が含まれていることがわかった！とても自分
にとっていい刺激のある授業だったので、今後の授業で活かしたい。

54
英語の単語の知識量が不足しているので最初は不安だったが、作者の人物像や状況から詩の言葉の意味を解釈し、リズも感が良くなるように
同じ意味の単語を言い換えを行い試行錯誤したことで臨機応変に対応する力が身についたと思う。百人一首大会で他の作品を見て人それぞ
れの感性があっておもしろいと思った。

55
和歌の英訳を通して、日本語を使った表現の幅広さに気づくことができました。直接表現することを嫌い、遠回しに伝えることを好む日本人
にあった、少ない文字数で複数の意味を内包することができる日本語の魅力に気がつく事ができた。最近では効率化の面でも直接伝える風
潮があるが、日本語の遠回しな表現も大事にしていきたい。

56
普段英語の番を書くときに韻やリズムを工夫するということをしないため少し難しかった。また、いろいろな人の解釈に触れて新しい考え方
をたくさん学べたと思うのでよかった。

57

自分自身古文漢文に興味が持てず勉強する気にならなかったのですが最近は漢文が少し楽しくなってきました。しかし古文の方は依然として
興味が湧かず、模試でもほぼ捨てていました。やらなくてはならないことを分かってはいたのですが全く楽しめなくて、文法も覚えては忘れて
を繰り返していました。ただ、今回の単元によって古文が以前よりも嫌なものという認識は多少払拭され、きちんと勉強してみようというやる
気に繋がりました。古文が得意な人は勿論、古文が苦手な人を少しでもやる気にさせることができる、良い単元だと思いました。

58
個人的に和歌を制作している時間も楽しかったけど、やっぱり今回みたいにみんなで百人一首大会をすることで、ある種のコミュニケーション
になっていて、結果楽しく学ぶことができたと思います。私のように若干古文に抵抗がある人でも、みんなで話し合ったり考えたりすることで
自然と学びにつながっているのかなと思いました。全体を通してみても、とても楽しかったです。

59

自分は詩についてあまり興味を持っていなかったのですが、今回の単元で詩を英訳するという特徴的な授業で、自分は英語が好きなので頑
張ろうと思い、英訳するために最初に詩を深く理解しようと詩について調べてみたり、解釈したりすることを通して詩について面白いと思え
るようになりました。英訳するためにできるだけ表現技法や作者の意図を汲み取ろうとして、詩について調べてみたりした結果、非常に興味
的で面白く、難しい点もありましたが、英訳を通して、詩について深く知ることができて非常に楽しかったです。

60

小野小町の訳のように、みんな同じ和歌を訳しているにも関わらず一人一人の個性が光るような英訳が完成したのがとても面白かったです。
日本語の解釈はだいたい一緒なのに、英語に落とし込むととたんに個人の色が出るのが作っている側も鑑賞する側も楽しかったし、こんな訳
し方があるんだ、という新しい発見もあって自分の学びにつながりました。百人一首を何時間もかけて自分で解釈すると言う経験が、ありそう
でなかったので、とても良い機会だなと思いました。百人一首ってなんか難しそうという先入観もありましたが、実際にやってみると昔に生き
た人の独特の感性が知れて面白かったです

61
百人一首の英訳と聞いてはじめは抵抗を感じていたが、英訳を始めてみると楽しかっただけでなく日本語でしか表現できない和歌のよさに
ついて知ることができ、とても良い機会になった。

62
忙しなく過ぎる現代社会で古典に触れる機会がほぼないから、授業でこうして昔ながらの美しさなどに触れることができて、自身の表現の幅
も広げられたと思うし、楽しかった。

63
古典と英語という、混ざり合わなさそうなものを扱った授業でとても面白かった。また、実際に他の人が作った英訳を見てみることで、この人
が何を表現したかったのかを読み取ることができたのも面白かったです。

64
今回の単元を通して、日本文化の思想、美意識、歴史背景を深く知れ、日本人の価値観や文化の本質に触れ、理解する力が自然に育まれた気
がした。

65
自分のお気に入りの一首の解釈を深く考える機会を作ることで、作者自身がその和歌を読んだときの気持ち、風景などの様々なことに近づけ
るいい授業だった。また英語翻訳することで日本語ならではの表現に気づけた点も面白かった。

66
今まで百人一首に全く触れたことがなかったので、お気に入りの一首を探すところから苦戦しました。最初はなんとなくで決めた一首をお気
に入りの一首としてスライドにまとめて紹介しましたが、英訳を通してお気に入りの一首になりました。

67

古文も英語も苦手なので初めは心配だったし難しそうで大変そうだなと思っていたけれど、和歌を日本語訳して英訳し直していくうちにどん
どん楽しいなと思えて少しだけ苦手意識が減った気がする。日本語訳を沢山調べて作者の伝えたかったことや魅力的な表現の仕方、儚さポイ
ントを見つけて英語に訳し変えるのが難しいけれど納得のいくまで沢山単語を調べたり文の作りを工夫したりして、完成できた時に達成感を
得られて嬉しかった。

68
一人で和歌を英訳して、共有するという授業よりも今回のように百人一首のようなクイズを通して共有することでどんな意味なのか、どの和
歌の英訳なのか深く考えることが出来ました。考える力や表現する力が特に身についたと思います。最初から選んだ和歌の英訳をすると難し
かったと思うのでその前にみんなで同じ和歌を英訳することで自分が選んだ和歌を英訳しやすくなったと思います。

69
楽しかったです。和歌の英訳で同じものはないのだなと感じました。みんなの英訳すごくて昔の日本語をこうやって表現したのかと感動して
いました。

70
今まで百人一首を詳しく読むことはなかったけど、この単元を通して、一部の文ではあるが表現や意味を詳しく理解することができ、昔の人が
どのようなことを考えていたのかが少しわかった気がしたのでよかった。

71
今までひとつの短歌をここまで背景を調べたり筆者の糸を考えたりなど深く考えることがなかったけど英訳をする際に必要な状況を思い浮
かべ考え、読み取れた。最後のゲーム大会楽しかった。

72
これまで百人一首についてほとんど触れていなかったので、今回触れることができ新たな発見になった。初めは、和歌の面白さとして掛け言
葉やリズム感なとがあると思い、それらを楽しみながら学んでいたが、授業を重ねるごとに文章の表面だけには止まらない意味の深さや作者
の活動から想像される新たな意味などの興味深さに気づきより百人一首・授業を楽しむことができた。

73
正直最初はつまんなそうと思っていたが、やりすすめるうちに楽しくなってまたやりたいと思うようにまでなった。自分で短歌を解釈し、そこ
から想像を広げることが今回の単元で特に楽しく、大事な部分であると感じた。

74
日本人でありながらも僕はあまり和歌に触れてこなかったので、今回深く触れることができてよかったです。また、和歌を英訳したのは初めて
だったので、すごく面白かったです。

75
単元を通して百人一首の和歌を詠んだことで、和歌の魅力を深く知ることができた。昔ながらの和歌を英訳するのは無理だと思っていたけれ
ど、英訳には和訳とは違った良さがあると知った。

76 教科横断授業が初めてで、英語訳にして百人一首を表現する際に考える力がとても意識的に使うことが出来る授業でした
77 自分自身も、英訳を通して和歌の良さとかを知ることができたし、他の人の英訳や解説を見て、人それぞれな感じが面白いなと思いました。



4.個別回答一覧

78
英語と古文、対極にあるような単元だったけど、古文から英語、英語から古文にすることで両方の本質を取られることができた。また、表現力
も単純に2倍になって、考えることも増えて楽しく学ぶことができた。楽しかったです

79
自分が思い入れのある百人一首を取り扱えて意欲的に授業に取り組めた。また、百人一首を英訳することで今まで知らなかった表現やルール
なども知れてとても充実した授業だった。

80
和歌を英訳するのは、難しかったけどすごく楽しかったです。英訳を作るだけじゃなくて、かるたで楽しみながら他の人の作品に触れて、理解
も深められたところが良かったです。

81
百人一首を英訳するという単元で初めはできるのか不安だったが、実際やって見たら言葉と英単語を合わせるのがとても楽しくて毎時間楽
しく授業に取り組めた。

82
いつもの授業より深く考えることができた。例えば、いつもは、やうやう＝だんだん、みたいなかんじで、覚えた訳をあてはめるだけだったけ
ど、今回は、この文ではこういう意味で解釈したらいいんじゃないか、と考察することができて、一つ一つしっかり読み取ることができた。

83
全体的に、解釈とか英訳とか調べないとわからないことが沢山だったけど、単語や季節など和歌に使われる一つ一つの言葉にも意味がある
ことを知れて学びになった。解説やポイントなどでしっかりと自分の考えを書くことが出来た。全体的にしっかり言葉で伝えることを頑張れ
た。

84
国語と英語を組み合わせた授業でどちらの知識も深めることが出来たと思います。ただ、原文を現代語訳するより和歌への理解が深まり、と
ても楽しい授業でした。周りとの交流をしていく中で百人一首それぞれの知識を得ることができましたが、私は百人一首が好きなので、それ
ぞれの和歌についてさらに深堀していきたいなと感じました。

85
英訳は難しく感じるところもあったけれど、新しいことを出来てとてもいい経験と学びになったと感じた。また、和歌をここまで詳しく解釈し
たりしたことが無かったので奥が深いなと感じた。

86
古文には堅苦しいイメージがありましたが、英訳を通じて細く解釈してみると、意外と現代でも自分たちが感じているような感覚で当時の人
も生活していたんだなと考えることができて、古文や当時の生活が少し身近に感じられた。

87 最初は、和歌を英訳してなにになるのかと正直思っていたが、英訳する過程でさまざまな学びがあってより和歌を深めることができた。

88

今までの人生で触れてこなかった百人一首の世界はこんなにも面白いんだ、という新しい発見ができた。英訳という新しい観点で百人一首を
見直すことで自分のお気に入りの和歌を見つけることができたり、クイズ形式でクラスメイトの英訳を見てこの単語を当てはめることができ
るのか！という新しい発見もあって単元を通してとても楽しかったです。改めて對馬先生の授業って面白くてわかりやすいんだなと実感でき
ました。

89
今までで一番短歌を深く理解し、共有することが出来たと感じた。英訳をすることでより原文がどんな情景を表しているのか、短歌の世界に
入り込んで考えることができたり、他の人の世界を共有することができた。より一層短歌のおもしろさを感じられたし、今回読んでいない百人
一首も機会があったら鑑賞してみたいと思った。

90 あまり今までに経験したことのないことをやって、使ったことのない脳みそを使った気分になりました。面白かったです。
91 百人一首はいままでしたことがなかったけど、英訳をしていい和歌の集合体だと知った。百人一首を英訳して深く和歌を読めてよかった。
92 短歌を英訳するということは古典独特のリズムも英語で表現しなくてはならなかったのでそこがすごく難しかったです。

93
百人一首を通して、日本語の特質だったり、難しさを学ぶことができ、英訳の際も、和歌を自分なりに解釈をしていくことで、さらに理解が深
まり、クラスの人たちと発表し合うことで、自分にはなかった視点を見つけたりできたので、楽しく、古典を学ぶことができた。

94
和歌についてここまで深く調べたり、自分なりに解釈することがなかったので、授業は平安時代や日本文化についてより親しめるいい機会
だったと思いました。特に英語を挟むことは、英訳するためにはどこを取捨選択し、加えないと行けないのかを考えさせられる強制力があっ
たので単なる和歌の授業以上に得られるものが多くあったと思います。

95
初め、やった事のない和歌の英訳という活動に戸惑うこともあったが、自分が思う和歌の面白さを損なないように意識して英訳を制作するこ
とができたと思います。今まで以上に原文の和歌を解釈する機会になりました。

96 英語と国語の二つの教科を通して、英語でのリズムと国語でのリズムの違いに気づけて、短歌に対する興味が高まるいい単元でした。

97
和歌には今までも触れたことはあったけど今回教科横断型授業も行っていつもより深く和歌に触れ、学ぶことが出来てとても面白かったで
す。また、先人の自身の感情についての表現や情景の表現の仕方がとても美しいなと感じました。

98 全体的に楽しく取り組むことが出来ました。百人一首を色々な角度から見ることも出来て、とても興味深い授業でした。

99
今まですごく昔の話だから自分とは関係ない人達で共感できることなんかないと思っていたのに自分と同じことで何百年も前の人たちも悩
んでいたり感動していたのだと知りすごく楽しかったし親近感が湧きもっと百人一首を知りたくなった。

100
自分で和歌を考えるよりも、他者が作った和歌を英訳する方が難しいと感じました。横断授業を通し、より日本語の美しさや、言葉の表現の豊
富さを実感することができました。また和歌についての授業を受けてみたいと思いました。

101

ただの和歌の解釈ではなく、英訳を作成することによって、よりその和歌について詳しくなれ、和歌を詠んだ人の意図などを汲み取り、それを
最大限表す方法を考えられる単元だったので、和歌を通して古文にも知識が広がったので、よい単元だと思いました。英訳を考える際、和歌
の魅力を最大限引き出すための表現する力と、どのような英語がふさわしいか考える、考える力が育成されたと感じました。また、最後の英
訳の共有はグループみんなで楽しく取り組めたし、英語、古典の知識にもなったので、よい時間でした。

102
とても楽しかった。英訳するのにも色々な表現があってそれを吟味する時間に英語を学ぶこともできたし、クラスの人たちの英文を読むこと
で理解が深まったりしたことで自分1人では気がつかなかったことまで知ることができてとても有意義な時間だった

103
百人一首にしっかり触れたのは小学生の時以来で懐かしく感じたし、昔より古文の知識が少しある状態で単元を受けたので、新しい発見をす
ることができ、とても楽しかったです。

104 自主的に深掘りしていくことがメインだったのでやりたいことができて興味を追求していくことができた。

105
今回の単元を通して、和歌に対する理解や読み取る力がより一層深まったと感じた。特に、ただ読むだけでなく、頭で想像しながら表面上の文
ではなく、作者が伝えようとしている真意を読み取る力がついたと感じた。また、自分で英訳を考える際にどれだけ原文の完成度が高かった
のかということが理解できて和歌を読む楽しさを感じられた。

106 最初から最後まで今までで一番楽しく、勉強になった単元だと感じた


